
一般質問通告事項一覧表
令和５年 第３回 倶知安町議会定例会

番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

1 唐澤 隆博 いつまでも住み続け

たい町くっちゃん

第２期倶知安町ま

ち・ひと・しごと創生

総合戦略から

新幹線駅舎周辺開発構想について

明治初期、先人は「人が衣食できるのは産業があること」とし、欧米諸

国が富強なのは交通の至便が要因であることから北海道の開拓において将

来の経済基盤を形成すること、航路や鉄道の建設が北海道の発展のみなら

ず日本全国の発展にとなることを確信し中央に提言し続け実現に至った。

特に鉄道は函館から根室、宗谷に至るまで、さらに札幌、室蘭間の鉄道架

設は全道の開拓進歩、日本全国富強の一大元素となった。

さて、倶知安町広報 8月号にて新幹線倶知安駅開業まであと７年、まち
の未来を載せて、と特集が掲載された。倶知安駅のデザインコンセプトが

示される中で二つの大項目から「ふるさとと世界が出会う駅づくり」「自然

と調和する駅づくり」となっている。昨年９月、国会において北海道新幹

線倶知安新駅の利用客の想定数は上下線ともに６９０万人と答弁があっ

た。また、高速道路の倶知安延伸も秒読みとなっている。

新幹線倶知安駅舎開発はまさに、歴史的大事業であり北海道の観光都市

を見越した計画である。わが町倶知安町は観光都市としてインバウンドと

地域住民の共生を図りつつ経済発展と町の文化教養施設の充実が必要不可

欠であると考える。

町長に伺う。

① 新幹線駅舎周辺開発について駐車場やショッピングセンターだけでな

く町の文化教養施設建設を取り込んだ建築物を考えるが、町長のグラ

ンドデザインを具体的に伺う。

② 駅舎周辺開発事業についての予算と資金運用シミュレーションについ

て伺う。

③ 民間活用事業の政策があるのかを伺う。

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

2 早川 貴士 変化しつつある夏の

気候に対して町民を

守る政策

世界的な異常気象や地球温暖化の影響、ヒートアイランド現象などによ

り、比較的寒冷地域であった北海道も最高気温が 30℃を超える真夏日が珍
しくなく、近年の夏の暑さは非常に厳しくなっている。

危険な暑さから町民を守るための町の早急な政策が必要と考える。

以下を町長と教育長に伺う。

① 町内の小中学校へのエアコンの配備率が 0％である。子どもたちのた
め早急に配備するべきと考える。見解を伺う。（教育長）

② 夏休み期間の厳しい暑さの避難所として、町内の子どもたちに空調の

効いた美術館を無料開放はできないだろうか。芸術への理解も深まる。

見解を伺う。（教育長）

③ 保育施設、児童館、緊急避難所、地域会館などにもエアコンの配備を

進めるべきと考える。見解を伺う。（町長）

町 長

教育長

3 〃 部活地域移行を見据

えた子どもたちのス

ポーツ施設利用につ

いて

部活地域移行の動きにより町内では地域スポーツグラブが始動し始めてい

る。部活動と違い保護者・指導者が町内施設を利用するにあたって不備が起こ

り始めている。よって下記の点について伺う。

① さまざまなスポーツの練習場としても利用されている旭ケ丘公園多目的

広場は、保護者などで組織されるチームは練習スタートが遅く、水銀灯８

灯では大変暗い。チームで用意している照明では限界がある。水銀灯を

SDGs の観点からも光量の多い LED へ交換すべきと考える。また、現在の施

行規則では多目的広場の使用は日没までとなっており、教育委員会が認め

た場合はその限りではないが、冬季競技などの利用もあり、施行規則を変

更すべきと考える。見解を伺う。（教育長）

② 冬季練習場所として、子どもたちが利用する倶知安町東陵体育館に暖房設

備がない。極寒の中での練習は問題と考える。急ぎ今冬に向けて設置すべ

き。絵本館で使用していた灯油ストーブなどを急ぎ設置できないか。見解

次頁へ続く

町 長

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(3) （早川 貴士）

前頁より

を伺う。（教育長）

③ 将来的には人工芝・天然芝グラウンドのしっかりと管理されたグラウンド

が必要と考える。老朽化が進んだままの野球場もある。今後の町の屋外ス

ポーツ施設整備に向けた町の方針・計画があるのか伺う。（町長）

4 〃 景観審議会委員の公

募について

今後の倶知安の美しい景観を維持、発展のために景観審議会の役割は大

きい。公募があったとのことだが、参加したかったが知らなかったとの町

民の声を聞く。

倶知安の未来の景色作りには住民の意見も多く取り入れるべきと考え

る。以下を町長に伺う。

① 景観審議会委員の公募の方法はどのような形だったのか伺う。

② 公募を知らなかった町民が多い。今後の募集方法を見直すべきでは。

見解を伺う。

③ 今後大規模開発には景観デザイン会議が予定されているが、委員には

各団体からだけではなく、地域住民も交えたバランスの良い構成が、

公平であり重要であると考える。見解を伺う。

町 長

5 古谷 眞司 町内施設整備につい

て

① 駅舎工事費の増大及び都市施設等の費用拡大が懸念されるなか、今後

の計画の見直しや、民間活用の考えを伺います。（町長）

② 跨線橋撤去に伴う迂回道路の整備状況について（町長）

③ 環境循環型エネルギーの積極的な採用、また開発について伺います。

（町長）

④ ひらふ第一、第二、第三駐車場およびサン・スポーツランドの全体構

想を伺います。（町長）

⑤ 社会教育施設や地域会館等は、町民の日常活動の場であり、緊急時の

避難所でもある。酷暑対策並びに活動環境整備の在り方を伺います。

（町長・教育長）

町 長

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

6 門田 淳 降雪の未来は 近年の気候変動により平均気温や海水温の上昇がみられています。根雪

の始まりや雪の降り終わりが早まっているのではないでしょうか。

シーズンの降雪が１２月や１月、２月の期間により集中することによっ

て、除排雪作業をはじめ、経済活動や住環境にとって大きな課題になって

くるのではと考えます。

そこで次の点について町長にお伺いします。

① 除排雪についての取り組み。

② 近年の経費について。

③ 除排雪業者の指名基準は。

④ 町有地として堆雪場用地を増やすべきでは。

⑤ 今後の降雪を考えた未来や課題について。

町 長

7 〃 ひらふ交差点の渋滞

問題など打開策は
コロナ禍からの旅行需要回復もあり観光客数の増加が見込まれます。観

光客の増加に比例するように、管内の車両が増えているのでないでしょう

か。

特にスノーリゾートの中心地であるひらふ坂や道道蘭越ニセコ倶知安線

の渋滞が深刻化しており、訪れる観光客の安全と地域の方の安全を守るこ

とはもちろん、町民や事業者などストレスのない交通網を確立し、地域内

移動の利便性向上を図ることは、倶知安町の発展にとっても重要な要素と

考えております。

そこで次の点について町長にお伺いします。

① 今シーズンの渋滞への打開策は。

② ひらふ坂にておこる交通事故の原因と解決策は。

③ 緊急車両の通行は。

④ 増え続ける車両流入の原因と解決策は。

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

8 笠原 啓仁 『職員のハラスメン

ト防止規程』

条例ではなく規程と

した理由は

本町は２０１９年３月に「倶知安町職員のハラスメントの防止等に関す

る規程」を定めました。

職員のハラスメント防止策を規程ではなく条例として定めている自治体

もあります。

そこで、以下の点についてご説明ください。

①防止規程を策定した経緯

②条例ではなく規程とした理由

③規程施行後に発生したハラスメントの件数と内容

町 長

9 〃 『議会でのペーパーレ

ス化』

町側との連携が不可欠

です

議会で取り扱う情報のほとんどは「紙」によるものです。その「紙」の減量

化（ペーパレス化）に向けた議論が議会（議運）で進められようとしています。

議会で取り扱うほとんどの情報の発信元は町側です。また、情報のデジタル化

には端末機器の配備やデータ共有システムの構築などに向けた費用も必要と

なります。

したがって、議会でのペーパーレス化は議会単独での取り組みだけでは成立

しません。議会と町側との一体的な連携が不可欠です。

議会でのペーパーレス化に対する町側の対応について、町長の見解をお聞か

せください。

町 長

10 〃 『町有地の宅地分譲』

譲渡条件の見直しを

旧みなみ保育所跡地（町財産）の減額譲渡議案が今定例議会に提案されまし

た。

議案の概要説明資料に記載されている譲渡の諸条件を、以下のように見直す

べきと考えます。

１．条件の見直しについて

①条件＝子育て世帯であること（中３以下のこどもがいる世帯）。

（見直し案）

こどもがいる、いないではなく、世帯の年齢を条件とする

（例えば４０歳以下の世帯）。

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(10) （笠原 啓仁）
前頁より

②条件＝倶知安町内に本社がある建築会社等（個人含む）で家を建てること。

（見直し案①）

・町内業者を選択した場合＝時価の半額で譲渡

・町外業者を選択した場合＝時価で譲渡

（見直し案② ※こちらの案の方が議案として提案しやすい）

・７区画のうち４区画＝町内業者指定区画（譲渡価格半額）

・７区画のうち３区画＝町外業者指定区画（譲渡価格時価）

２．減額譲渡と事業者限定の理由について

①減額譲渡の理由について

議案の概要資料３に減額譲渡の理由として「政策として子育て世帯に売

却」とあります。「政策としての子育て世帯支援」が今回売却の最大の目

的なのでしょうか。また、今回の譲渡が本当に本町の「政策としての子育

て世帯支援」策になり得るのでしょうか。

②町内事業者に限定する理由について

議案の概要資料３に事業者を限定する理由として「地域内経済の活性化

及び、新規雇用の増加、職人の育成、持続的な事業所経営による事業継承

の促進に寄与する」とあります。

イ）地域内経済の活性化について

域内経済の活性化のためには、基礎から上物、内装など、すべて町

内事業者で賄うことが必要です。それをどう担保しますか。

ロ）新規雇用の増加

今回の譲渡でどのくらいの新規雇用が見込まれるのでしょうか。

ハ）職人の育成

町内事業者が直接雇用している「育成すべき職人」の人数は。

二）持続的な事業所経営による事業継承の促進

今回のような方法ではなく、「総合的かつ戦略的な政策」として検

討すべきと思います（資料１の６頁Ⅳを参照）。

以上、町長の見解をお聞かせください。



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

11 笠原 啓仁 『町内公共交通』

町民による町民のた

めの町民の公共交通

を

本町では現在、外部能力の活用によるタクシー不足解消に向けた取り組

みが計画されています。

しかし、町民の「足」（地域公共交通）の確保は外部能力を活用するだけ

では限界があります。

これまでの発想を転換し、「町民による町民のための町民の公共交通」と

の視点で、町内公共交通の「自給自足」を考えてみてはどうでしょうか。

そこで、以下の「発想」についての見解をお聞かせください。

■町が車（複数台）を用意する（リース等）

↓

■町内会・地域コミュニティ等がその車を借りる

↓

■運転手は町内会が用意（「シルバードライバー」など）

↓

■借りた車を「町内会専用タクシー」として終日走らせる

↓

■乗車できる対象者は高齢者など移動手段を持たない町内会員

↓

■利用料金は無料とし運転手は無償ボランティア

↓

■車の燃料費は町内会が走行距離に応じて負担（町と折半でも）

尚、この「発想」は現行の取り組みを否定するものではありません。

町 長

12 佐藤 英俊 防災無線用の英語、他

言語の整備について

9月 1日、17 時 47 分、洪水警報が発令された内容の速報テロップが民放

テレビ画面で流れた。18 時 27 分頃、防災無線から警報発令による注意喚

起が放送され、19 時 47 分に 19 時 30 分に警報解除の旨が放送された。

現在、防災無線を通して伝えられる様々な情報は日本語と英語が併用さ

れ伝えられているが、9月 1日の洪水警報は日本語だけであった。

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(12) （佐藤 英俊）

前頁より

防災対策の一環として、防災無線からの情報伝達言語の整備を検討すべ

きと考える。

町長の考えを伺う。

13 〃 小・中学校の暑さ対策

に本腰を入れた取り

組みを

昨年 9月定例一般質問で、教育長には現状の暑さ対策の実態を質問し、
町長には別の質問の中で、小・中学校に冷房設備の完備について伺ってい

ますが、諸事情によるところなのでしょう、進展なく今夏を迎え、子ども

たちにとっても厳しい暑さの今夏になりました。

地球規模の環境悪化が原因と思われる猛暑は、この先も十分に予想され

ることと思います。天気予報では連日「危険な暑さ」とまで表現し、注意

喚起を呼びかけました。

8月 22日には伊達市の小学校 2年生の女子児童が熱中症とみられる症
状で亡くなっています。私たち北海道で暮らす道民は比較的寒さには慣れ

ていますが、暑さに対しては北国特有の気候から暑さに対しての弱さをも

っていると考えています。

冷房設備の整備は費用も大きい点は理解するところですが、まずはでき

る事から始めるべきと考え、これらの点を踏まえ教育長、町長にお尋ねし

ます。

１．厚生文教常任委員会への提出資料の中に、危機管理マニュアル【熱中

症】と題した、マニュアルがありました。熱中症の説明、予防措置、

緊急処置の手順が詳細に記載されたマニュアルでした。

町内の小・中学校において、教員の方々がマニュアルに沿った救急処

置の訓練は行ったのでしょうか。※ 事前に消防署と連携し、実際に

救急車要請の実施など。

２．今夏、在校中、暑さに起因すると思われる児童・生徒の体調不良の有

無。

以上 教育長に

次頁へ続く

町 長

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(13) （佐藤 英俊）
前頁より

３．本町斎場の冷暖房設備見積資料を拝見しました。借上(リース)によるも
のですが。期間が長期にわたりメンテナンス対策も担保されています。

補助金の対象とはなりませんが、財源も大切なことは言うまでもなく

理解しています。しかし、それは命に代わるものではありません。せ

めて、保健室だけでも設置を前提とした具体的な検討に入る考えはあ

りませんか。

以上、町長に

14 〃 二度目の河川汚濁に

ついて

昨年 12月定例会一般質問の中で、尻別川の河川汚濁について取り上げ、
適切な状態で工事が行われているか否かを確認するための巡回等の必要性

を町長にただした。

町長は答弁で、※ 答弁原文のままで 「今後、こういったことが発生

しないという、もう防ぐ、未然に防ぐということで、しっかりと注視して

まいりたいと思っています」

まちを挙げて、全庁体制の中で、こういった自然環境を監視するという

か、環境に一つとっても体制をこれから整えていって ※以下、省略

この答弁で開発が進む中、本町の自然環境にかかる負荷を最小限に抑え

る気概を私は感じることができました。

しかしながら極めて残念なことに本年 7月 23日の夜、昨年同様の河川
汚濁に関し連絡をいただき、翌 24日役場の関係する課が速やかな対処を
しています。

以上の点を踏まえ、昨年 12月から本年二度目の事例が報告されるまで
の期間、巡回、監視体制など、工事が適切に進められている確認作業に関

して関係する部署との協議、会議などの回数、その内容は。

改めて今後の本町の取組を町長に伺う。

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

15 佐藤 英俊 姉妹都市締結 60 周年

と合わせ町民海外研

修の実施を

今、私たちは様々なシーンでコロナ禍後を感じられるようになっていま

す。

来年 2024 年はスイス サンモリッツと姉妹都市締結 60 周年の「還暦記

念節目の年」を迎えます。2014 年、海外研修事業には多くの町民の方々が

参加くださって、サンモリッツへ公式訪問を実施し親交を深めることがで

きました。

本町は現在、海外からの不動産投資を背景に宿泊施設、別荘、ショップ

などの観光関連施設の建設も盛んにおこなわれていますが、いずれ一段落

を迎えさらに多くの国内外からの旅行者を迎えることになります。

多くの町民の方々と共に先進的なリゾートのありようの学びと 60 年間

の友好の絆を一層深め交流を重ねることは大変意味深いことだと考えま

す。

還暦サンモリッツ公式訪問について町長の考えをお聞かせください。

町 長

16 木村 聖子 公共施設・町有地の有

効活用

町全域の構想が必要

ではないでしょうか

建設資材費・人件費高騰により、公共施設の再整備費用の負担は増すば

かりです。国の起債活用においても公共施設の除却や集約・複合・転用が

求められるため、配置・整備時期等、町全域の戦略的な構想＝ロードマッ

プが必要と考えます。加えて、以下の点について見解を伺います。

①絵本館、プール：（町長・教育長）

プール再整備に絵本館を併設する複合化が検討されていますが、絵本館

と図書室との関連性はどのように考えていますか。また子どもたちが冬期

間に屋内で過ごせる居場所づくりのため、新設プールにキッズプレイルー

ムを設置してはどうでしょうか。

②地方卸売市場：（町長）

生鮮食品の取扱高、買請人が減少していますが、施設・設備の改修費が

懸念される中、公営か民営か、今後の運営方針が重要。立地条件の良さを

生かしてプラスアルファ機能温浴施設、道の駅（交流拠点）を併設しては

どうでしょうか。

次頁へ続く

町 長

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(16) （木村 聖子）

前頁より

③旧東陵中：（町長）

校舎の利活用の目途は立っていない。除却債が利用できるうちの除却、

あるいは売却か施設転用か、早期の道筋が必要ではないでしょうか。

④ＮＰＯ法人しりべし地域サポートセンター：（町長）

以前から懸念されているサポートセンターの拠点について、今年移転を

しているが、駐車場スペースが明らかに不足しており職員の方は苦労して

いる。本町並びに山ろく町村による本施設・運営への支援協議は進んでい

ますか。

⑤コンパクトシティ：（町長）

遊休地の活用、より市街地に高齢者や障がい者住宅を設置することで域

内交通の利便性向上と費用の圧縮を図るべきではないでしょうか。

また、道路（除雪）や上下水道の社会インフラ整備費を抑制するため、

あらたな住宅誘導策、開発行為による町道認定基準の見直しなどが必要で

はないでしょうか。

17 藪中 聡史 猛暑対策について 記録的な猛暑となった本年、日中の最高気温が 30 度を超える日が続き、

もはや災害レベルの暑さであった。定例会初日の教育行政報告において、

町内の小中学校においては、様々な熱中症対策が行われていることを理解

した。

しかし、町民の生命と安全を守るべき行政としての熱中症対策は不十分

であったと感じるが、町長の見解を伺う。

（1）防災無線にて「食中毒警報」の情報は発信されていたが、熱中症に対

する注意喚起の基準はあるのか。

（2）公共施設における涼しい、過ごしやすい休憩ポイントは設置していな

いのか。

（3）涼しい、過ごしやすい場所の提供について、民間との連携は考えてい

るのか。

（4）町職員の熱中症対策は。

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

18 木村 俊一 ニセコひらふスキー

場第一駐車場につい

て

ニセコひらふスキー場 第一駐車場有料化について町長にお伺いします。

近年ひらふスキー場の駐車場は、駐車するにあたり 30 分以上待機して

いても 利用が難しい状況です。

それに伴い倶知安町からスキー場に向かう道路は渋滞しています。

経済建設委員会で第一駐車場有料化に向けた調査をしていますが、有料

化に向け情報収集をしてからの駐車場構想は、どのように考えているのか。

その一例としてパーク＆ライド（目的地の近くまで行き駐車して公共の交

通機関を利用して目的地まで行く）も考えているのか。

ひらふスキー場への一般車両を規制して渋滞解消を考えていく必要があ

ります。パーク＆ライドを活用し市街地に観光客の滞在を促し、町の活性

に結び付けていく方法を模索していく必要があります。今現在は、バス・

運転手の確保は難しいですが、将来町とスキー場を繋ぐ公共インフラも考

えていくことが必要です。 新幹線駅の構想がまだ決まっていませんが、ひ

らふ地区ではなく倶知安町市街地、もしくは駅下（地下）駐車場といった

構想はあるのか。

また、有料化に向け、ひらふスキー場設置管理条例制定ならびに有料化

実証を実施しますが、駐車場料金 3,000 円、（特定期間）5,000 円の算出

基準や、適切な料金設定なのかどうかについて、委員会での説明は受けて

いますが、町長自身のお考えをお聞かせください。

町 長

19 坂井 美穂 誰一人取り残さない

健康づくりを

誰もが、より長く元気にくらしていくための基礎として、健康づくりの

取り組みを更に強化するため、国民の健康づくりに関する新しい計画が発

表され、令和６年４月１日から適用される。健康寿命の延伸や健康格差の

縮小などの目標値や検診受診率の向上の指標も定められている。以下を問

う。

１．女性に多い骨粗しょう症は加齢などにより、骨密度が減少し、骨折し

やすくなり、要介護状態になるリスクも高くなるが、予防や早期発見

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
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(19) （坂井 美穂）

前頁より

に有効な検診の受診率は低いとされる。本町での現状と受診率向上の

ための取り組みを伺う。

２．男性特有のがんでもある前立腺がんはもともと欧米に多かったが、近

年では日本でも増加しており、男性のがんの罹患率の一位となってい

る。本町での罹患率と特定健診での検査項目の追加や検診費用の助成

などの検討について伺う。

３．帯状疱疹は水ぼうそうと同じウイルスで起こる皮膚の病気であり、日

本人成人の 90％以上はウイルスが体内に潜伏し、免疫力の低下で発症

する。

50 歳代からの発症率が高くなり、80 歳までに約３人に１人が発症する

と言われ、加齢とともに帯状疱疹後神経痛（ＰＨＮ）への移行リスク

も高くなる。

本町での罹患の状況を伺う。また、ワクチン接種で予防できるとされ、

接種費用を助成する自治体も増えているが、本町としての見解を伺う。

20 小川 不朽 並行在来線廃止に伴

う「バス方式」の検討

状況について

経営分離後における函館線（函館・小樽間）の地域交通などの確保方策

について、現在、道と沿線自治体で構成する「北海道新幹線並行在来線対

策協議会（後志ブロック）」において方向性等が協議・検討中である。

第１３回ブロック会議（令 4.3.27）で、「バス方式」とすることが確認さ

れた。

第１６回ブロック会議（令 5.5.28）では、検討状況の「中間報告」がな

された。さらに今後の進め方として、バス運行の検討については、「関係す

るバス業者に対して、後志地域における新たなバス運行形態の構築につい

ての協力を求める」、などとした。

現在、協議会では、町長は「並行在来線」廃止の前倒し、すなわちバス

転換実施時期の前倒しなどを主張している。また、協議会では、バス転換

を巡る赤字負担やバスドライバー不足の課題なども山積しており、話し合

次頁へ続く

町 長
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答 弁 を

求める者
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(20) （小川 不朽）

前頁より

いが難航しているとも聞かれる。

町長は、利用者の利便性確保を最優先とするという決意のもとで「バス

方式」を選択したが、今後の論議状況では利用者が不便を強いられる「バ

ス方式」になるのではないかと危惧する。

協議会の、現在の検討状況を伺うとともに、今後の検討会議に臨む町長

の意気込みを伺う。

21 原田 芳男 在来線の代わりにバ

ス転換はなるのか

町長はバス転換の前倒しを主張している。しかし本当にバス転換が今の

在来線の代わりを担えるのか疑問です。

１．長万部から小樽まで４区域に分けて運行されるとなっているが、どの

ように運行されるのか明らかにされたい

２．新幹線も運転されない状況で在来線が廃止になれば乗客は不便になる

のでは

３．バスは住民の希望に応えられるのか

４．新幹線の開通後はこうなると説明もしないでなぜ前倒しなのか

以上答弁を求めます。

町 長

22 〃 行政財産の管理につ

いて

倶知安町の行政財産には条例で規定されていない施設が多くあります。

役場庁舎や公園、公共下水道の管理など多くの土地や建物が設置管理条

例などの規定がなされていません。

これには理由があると思いますがいかがでしょうか。

条例で規定されていなければ管理をする根拠がないように思いますがい

かがでしょうか。

明らかにしてください。

町 長
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23 原田 芳男 猛暑から町民を守る

対策を

夏日が一か月以上続き、暑さで調子の悪くなる人や亡くなる人など町と

しても対策が必要ではと感じます。

１．学校の対策は（各教室や体育館へのエアコン整備）（教育長）

２．クーリングシェルターの設置（指定避難施設）（町長）

３．法の趣旨にのっとった施策（気候変動適応法）（町長）

町長及び教育長の答弁を求めます。

町 長

教育長

24 波方 真如 克雪対策について 1.私道の除排雪補助金制度について

克雪対策として取り組んでいる私道の除排雪補助金制度について、補助

対象の要件として「受益者戸数が 3戸以上あり、かつ、道路延長がおおむ

ね 30メートル以上の車両通行可能な道路の除雪」という基準が設けられて

います。しかし、高齢化や土地家屋の高騰などの社会状況の変化により、

この要件を満たせなくなった住民が補助金を受けられない状況が生まれて

いることを確認しています。このような現実の変化を踏まえ、補助対象の

要件の見直しや柔軟な対応をする考えがあるか伺います。

また、2019 年 12 月から昨年までの私道の除排雪補助金制度の補助実績

について伺います。具体的には、補助を受けた私道の数、補助金の総額、

各私道の補助金の額や受益者戸数、道路延長等の詳細データを含めた情報

であり、この情報は、制度の運用状況を理解し、今後の克雪対策の方向性

を考える上で非常に有用と考えますが、見解を伺います。

2.新幹線の明かり工事区間についての対策

明かり工事区間にて、高い壁が設置されております。この壁の存在により、

雪の蓄積が懸念され、住民の日常生活や通行、特に学生の安全な登下校に

対する影響が心配されています。まもなく冬季を迎えるにあたり、町とし

てこの区間における除雪策や対応計画を具体的にどのように進める予定で

あるのか、考えを伺います。

町 長
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25 波方 真如 ２人体制となった副町

長について

１．２人体制において、副町長と町長の連携やコミュニケーションはどのよう

な形で行われていますか。

２．副町長が担当する業務やプロジェクトは、これまでの体制と比べてどのよ

うに変わりましたか。

３．今後、この 2人体制をさらに効果的に活用するための具体的な取り組みや
計画があれば伺います。

４．２人体制導入について、町民の方々から寄せられている反応や意見はあり

ますか。

５．新たな体制の導入にあたり、副町長が特に留意すべきことや挑戦してもら

いたいことはありますか。

町 長

26 森 禎樹 補助金交付要件と監

査の必要性について

本町の財源により、直接交付している補助金については、どのように検

討がされて交付しているのか。また、それぞれの決算においては、どのよ

うな確認がされているのか。特に多額の補助金が交付されている団体の決

算については、町による監査も必要であると考えられる。

町長（１～４）、代表監査委員（４）の見解を伺う。

（1）共通の補助金交付要綱、規則はあるのか。

（2）定率補助、定額補助の決め方は。

（3）一団体への補助額決定のプロセスは。

（4）補助金交付額が大きな団体への町による監査を行うべきではないか。

町 長

代表監査

委 員

27 〃 新公会計制度につい

て

本町において、発生主義・複式簿記に基づく新公会計制度の導入は検討さ

れているのか。検討中または準備中であれば、進捗状況はどの程度なのか。

町長の見解を伺う。

町 長
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28 盛多 勝美 電子図書事業の充実

について

公民館の図書室では、年間２万から３万冊の図書が貸し出されているよ

うであります。

読書は子どもから大人まで誰もが楽しむことができます。

さて、昨年１０月からは、電子図書館事業が発足しましたが、以下につ

いて伺います。

１．電子登録者数、月別の小中学生及び高齢者の利用状況と比率

２．スマートフォンやタブレット端末等の操作を苦手とする高齢者へのサ

ポート対策

３．昨年小中学生のタブレット導入は電子図書館事業に効果があったか

４．蔵書と利用者ニーズのミスマッチがあったとお聞きしますが、蔵書の

購入にあたっての選定はどのように行われているのか。

教育長


